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本に恋する季節です！ 

文化の日を中心にした 10 月 27 日(金)から 11 月 9 日(木)の 2 週間が、秋の読

書週間とされています。今年の読書週間のスローガンは、「本に恋する季節です！」

皆さんは、日頃読書をしていますか？過ごしやすい気候のこの季節、本を読んで

みてはいかがですか。図書室にぜひ来てください。 

多読賞 

たくさん本を読んでいる皆さんを紹介します！(10 月 26 日現在) 各学年、入

学から今までの読書数を集計しました。これだけ本を読む人と一冊も読まない人

では、知識の量や語彙力、考え方の幅などに大きな差がつきます。旭中の図書室

には約 1 万 7 千冊の本があります。周りにこんなに本があるのに、読まないのは

もったいない！まだ本を借りたことがない人も、ぜひ１冊借りてみませんか？ 

 

〈三年生の部〉(約２年半) 

3A Ｍ．Ｕ衣さん   …185冊 

2  3F Ｔ．Ｓさん …141冊 

      3   3B Ｎ．Ａさん  … 67 冊 

〈二年生の部〉(約 1年半) 

2H Ｋ．Ｒさん  …63冊 

2  2D Ｔ．Ｋさん   …50冊 

         3   2H  Ｔ．Ｈさん   …27 冊 

〈一年生の部〉(約半年) 

１H Ｍ．Ｙさん  …31冊 

2   1E Ｈ．Ｍさん  …23冊 

 3  1H Ｉ．Ｍ さん   …21冊 

図書室紹介 

図書室は平日の昼休みに開館し

ています。特に男の子に人気なのは、

館内のみで読めるマンガです。ブラ

ックジャック、ヒカルの碁、英語版ド

ラえもんなど、マンガといっても学

べるものが多く、毎日少しずつ読み

進めている人がいます。移動教室の

前にふらっと立ち寄り、新聞や部活動の雑誌、ミッケ(仕掛け絵本)などを楽しむ

人もいます。落ち着いた雰囲気で、過ごしやすい空間です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※裏面に「おすすめ本」の紹介が 

あります。 

 

 

〈今年度貸出数上位本〉

『君の膵臓をたべたい』   
（住野よる 著）…８人 

 

２位 『５分後に意外な結末』 
（学研教育出版） …７人 

 

２位 『ハリーポッターと 

秘密の部屋』 
（J.K.ローリング 著）…７人 

     



 

 

 

 

 

   

図書名：『Presents』(プレゼンツ) 

著者名：角田 光代 

出版社：双葉文庫 

～金原先生のコメント～ 

この本には、この世で初めてもら

うプレゼント「名前」や誰かが自分

のために流す涙など、目には見えな

いけれど人生でもらうかけがえの

ないプレゼントがたくさん登場し

ます。私も自分がこれまでもらって

きた贈り物たちを思い出せました。

気付かないうちに、今までたくさん

のものをもら 

って生きてき 

たんだなぁと、 

周りに感謝し 

たくなる一冊 

ですよ。是非 

読んでみてく 

ださいね。 

２年生 金原千晶先生 
１年生 水野千広先生 

 
図書名：『絶滅動物園』 

著者名：辻 源七・鈴木 ナナ 

出版社：コアマガジン 

～水野先生のコメント～ 

 映画『アイス・エイジ』を観たとき、

ドードーという動物を知りました。こ

の動物がどうして絶滅してしまったの

か興味がわきました。『絶滅動物園 ヒ

トによって地球上から追いやられた動

物たち』は、そんなときに出会った本で

す。人間の行動が多くの動物を絶滅に

追い込んだ過去がある。そんな思いを

感じさせる一冊です。 

 

 

２年生 樋口貴一先生 

 
図書名：『甲子園だけが 

高校野球ではない』 

監修者：岩崎 夏海 

出版社：廣済堂出版 

～樋口先生のコメント～ 

みなさんは今 

頑張っているこ 

とはありますか？ 

この本を読んで、 

「頑張る姿はか 

っこいいな」と 

改めて感じまし 

た。みなさんに 

は勉強や部活動、 

習い事など頑張 

る場面がたくさんあると思います。そし

て、失敗して落ち込むこともあると思い

ます。頑張っているみなさんだからこそ

読んでほしいです。きっと、「もっと頑張

ろう」とやる気が出ると思います。短い

話が 21 書かれている本です。ぜひ読ん

でみてください。 

 

図書名：『西の魔女が死んだ』 

著者名：梨木 香歩 

出版社：新潮文庫 

～松﨑先生のコメント～ 

大学生のころ 

この本と出会い、 

「中学生のころ 

読みたかった 

なぁ」と思いま 

した。学校のこと 

で悩んでいた主人 

公が祖母とのふれ 

あいの中で、人間 

関係の問題や自分の感情との折り合

いのつけ方などを学び、自信をつけ

ていく姿は読んでいて心地いいで

す。大切なことは実はシンプルな 

こと、そんなことに気づかされる 

美しいお話でした。 

 

３年生 松﨑裕哉先生 

 

おすすめ本 

どんな本を読んだらいいか分からないという人へ、図書委員がお願いした、各学年の先生からのおすすめ本を紹介します。 

 

 


